










目的 

近年 NST が多用されてきているが,nonreactive(false positive)NST がかなりの頻度でみ

られる。このため,娩出時期の選択が特に問題となる preterm では,その対処に困ることが

多い。判定に時間的制約のある外来では,nonreactive NST の取扱いが一段と問題になる｡

このような問題点を解消するために,NST・乳頭刺激併用法を用いて短時間でスクリーニン

グを終了し,false positive NST の率を減少させることを目的とした｡ 


